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当院の大規模災害に対する取り組み

2023年8月より、病院長が旗振り役となって大規模災害発生時
に備えた体制作りを検討する「災害対策委員会」を発足。

構成員は病院長、副院長、透析室長、救急科長、DMAT経験医
師のほか、看護部長、医療事務部長、総務部長、医療安全管理者、
設備管理責任者とし、毎月委員会を開催し課題を検討している。

災害対策委員会発足



当院の大規模災害に対する取り組み

従来から「大規模災害マニュアル」は整備していたが、あくまで
も病院機能評価その他外向けに取り組みを示すために作成された
マニュアルであり、実用性・実効性を突き詰めた内容ではなかっ
た。

⇒単純なマニュアル更新に留まらず、現実的に対応可能な対策を
整備しなおすことを目的として検討を開始した。

災害対策委員会発足



当院の大規模災害に対する取り組み

災害対策本部の組織体制、初動対応を決定した段階で、

「時間外に大規模災害が発生した場合、どの程度の職員が病院に
参集できるのか」

を把握する必要が生じたことから、職員向けに調査票を配布し、
参集可能な職員のおおよその人数・参集までに要する時間につい
て把握した。

災害時職員参集調査



当院の大規模災害に対する取り組み

職員向け調査票
（常勤職員対象）



職員参集調査結果を踏まえて

常勤職員を対象とした調査の結果、

●地震発生後1時間以内に病院に来れると回答した職員は約100名

●徒歩30分圏内の医師が4名、各部門長クラスの職員8名

という結果となった。

「子供が小さい」「高齢家族と同居している」などの理由で速やかな
参集が難しいと回答した職員も多く、現実的な初期診療体制の規模感
を掴むことができた。



職員安否確認システムの選定

調査は行ったものの、実際に大規模災害が発生した場合、個々の
職員の状況をいかに把握するかが大きな課題となる。

ケガの有無・被災状況等を踏まえて出勤が可能なのか、などにつ
いて電話を使用せずに把握する手段を検討した。

連絡手段の必要性



職員安否確認システムの選定

出典：アスピック



職員安否確認システムの選定

まずはインターネット上の安否確認システムの比較表で候補を絞
り、お試し利用を経て、株式会社コム・アンド・コムの「安否
Life Mail」の利用を決定した。

こちらは日本で最初に安否確認システムを開発した会社で、新潟
中越地震・東日本大震災・熊本地震などにも対応してきた実績が
あった。

他社も含めた各システムの機能は大差なしと判断し、使用感及び
管理側の負担軽減、運営コストを中心に検討した。



職員安否確認システムの選定

安否Life Mail



安否確認システム「安否Life Mail」

当院での正式導入は本年3月から。

現在、職員の登録推進、訓練メールの発信などでシステムの使用
練度を高めている状況だが、視覚的に操作方法が分かりやすく、
初めて画面を見た方でもある程度使えるだろうと思える操作感で
ある。

安否確認メールに対して返信された回答の集計についても、回答
内容で絞り込みができるなど利便性が高い。



安否確認システム「安否Life Mail」

安否確認メールの内容も自由に作成可能。

回答方法も「チェックボックス」「プルダウン」「自由記載」な
どを選択でき、スマホ利用を想定した機能が充実している。

当院でもテストメールを何度も確認し、質問項目や回答方法をブ
ラッシュアップする中で、大規模災害に特定せず様々な用途で使
用できることを実感した。



安否確認システムの利用

当院の場合、安否Life Mailの利用コストは

初期費用￥150,000、500名までの利用者で月額￥25,000

システム選定にあたっては、各機能の有無・コストを考慮して決
定したが、利用者からは「LINE連携できるのが良い」「操作が
簡単」という声が多い。



安否確認システムの利用

安否確認システム利用のメリットと感じていることとして、

・災害発生時の自動配信、返信回答管理・集計

・LINE連携

・職員個人で利用登録可能（個人情報管理上のメリット）

・台風接近時や感染症蔓延時の職員情報収集、病院からの伝達

など、地震以外の自然災害等でも利用が可能

「安否Life Mail」は必要な機能が一通り揃っており、利用コス
トは基本従量制であるため導入しやすい。



当院の大規模災害に対する取り組み

大規模災害に対する取り組みについては、まだまだたくさんの課
題が残されている。

委員会の委員と一般職員の意識に大きな隔たりがあることを強く
感じるが、安否確認システムを導入し、非常時に病院と速やかに
連絡が取れる体制が出来たということが、病院の災害対応に対す
る安心感や一般職員の意識向上に繋がっていることも実感してい
る。



さいごに

能登地震、四国地震と震度5前後の強い地震が発生している中、
大規模災害に対する職員や職員家族の意識も自然と上がってきて
いる。

管理者・一般職員共に、災害時のコミュニケーションツールとし
て安否確認システムは大きく貢献してくれるものと感じている。

⇒未導入の施設におかれましては、この機会にご検討をお勧めし
たいと思い（「安否Life Mail」に限りません）、情報提供の題
材とさせて頂きました。
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